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3．教　育

１．新しい教養教育カリキュラムの実施
　地域志向の観点による教育改革を実施し、次の５つの目的を柱とする新しい教養教育を平成28
年４月より実施した。

　○主体的・能動的学修への転換
　○文理融合教育による多元的な視点や思考法の獲得
　○国際共通語としての英語能力の獲得
　○地域志向性（地域が持つ強みや課題の理解、課題解決への意欲等）の涵養
　○国際性（異文化理解、多文化共生等）の涵養

　具体的には、「スタディスキル導入科目」「ローカル科目」「グローバル科目」「学部越境型地域志
向科目」「キャリア教育」等の10から成る科目群を設定し、グローバルな視点を持って地域課題の
解決に取り組む「地域のリーダー」の輩出を目指している。

　地域志向カリキュラムのスケジュール

２．基礎ゼミナール・地域学ゼミナール
　１年次に履修する全学必修の「スタディスキル導入科目」として、前期に「基礎ゼミナール」、後期
に「地域学ゼミナール」を開講した。学生の主体的で能動的な学修の技能や態度、習慣を涵養し、自
らの力で社会や学問における答えのない問題に取り組んでいく探究力の基礎を形成することを目的
としている。
　「基礎ゼミナール」は、10名から20名程度の少人数クラスで運営され、高校までとは異なる大学
における積極的な学びの姿勢を学修する。具体的には、主体的・能動的学修の体験、グループワー
クの体験（ブレーンストーミング、KJ法）、資料（情報）の検索・収集・整理及び発表、初歩的な研
究倫理の涵養などで構成されている。

【1】　平成29年度の取組
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青森ブランドの価値を創る地域人財の育成

　「地域学ゼミナール」は、80名程度の学部横断クラスで運営され、地域をテーマとした課題解決
型学修の形式となっている。具体的には、６名程度ずつの異なる学部の学生でチーム編成を行い、
チームごとに弘前や津軽地方・青森県の地域課題をテーマとした問題解決学習を行う。この体験を
通じ、多元的な視点や考え方があることへの認識を深め、個人・チームで主体的かつ能動的に活動
する基礎的な力を培う。

３．ローカル科目・学部越境型地域志向科目
　１年次から履修する選択必修の「ローカル科目」は、青森の歴史、特色、課題等について学修する。
前期に、「青森の行政」「青森の経済・産業」「青森の文化」「青森の歴史」「青森の自然」等の科目を
開講し、学生が青森に根付きその発展を牽引するリーダーとなるよう、青森への興味関心を高める
ことを目指している。
　
■　主なローカル科目

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　他11科目　　計23科目のローカル科目を開講

　「学部越境型地域志向科目」は、「基礎ゼミナール」及び「地域学ゼミナール」の単位を修得した学生
が２年次前期から履修する。異業種のチームワークが可能となるよう30名程度の学部横断のクラ
ス編成で、青森に関する内容について専門知識を活用して学ぶ学生参加型学習の形式となってい
る。「青森の多様性と活性化」「青森の食と産業化」「市民参加と地域づくり」「青森エクスカーショ
ン」「地域プロジェクト演習」の科目で構成されている。
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3．教　育

■　主な学部越境型地域志向科目

４．キャリア教育科目
　平成28年度後期に開講した初年次キャリア教育「キャリア形成の基礎（全学部必修）」の高次元化
の授業として「キャリア形成の発展（３学部選択必修）」を26授業開講し、876名が受講した。また、
平成30年度前期に開講する、３年次学生対象の高年次キャリア教育科目（３学部必修）の開講に向
け、教育推進機構キャリア教育WGで地域志向のキャリア教育を主眼に置いた授業内容を検討した。

■　「キャリア形成の発展」科目のテーマ
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青森ブランドの価値を創る地域人財の育成

５．地域特定プロジェクト志向専門人財育成プログラム
　地域特定プロジェクト志向専門人財を育成するための教育プログラム「６次産業化マイスター育
成プログラム」は、「学生の実践力を養うインターンシップ」、「インターンシップを効果的なものと
するために必要となる基礎的な知識技能を学ぶ講義」の２つの柱で構成している。
　平成29年度はプログラムを構成する講義を開講するとともに、平成28年度に引き続きインター
ンシップを実施することで、学生が学問知を身に付け、実践知を体得するプログラムとすることが
できた。
　インターンシップ参加学生により、「目指せ！次世代のりんご加工品の開発!!」として平成30年３
月に成果発表会を行った。
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６．地域志向科目の実施
　地域志向科目は、学生の地域志向性を涵養することをねらいとして、大学院も含め、平成28年
度より110科目の増となる432科目の地域志向科目を開講した。（学部：352科目、大学院：80科目）
開講数を増やすとともに、地域の課題に興味を持ちにくい他県出身者や理工系の学生など多様な学
生が興味関心を持つことができるよう、科目内容の充実を図った。このことにより、学生の地域志
向教育を受ける機会を増やすとともに、地域志向の意識醸成に寄与した。

■　主な地域志向科目（学部専門教育科目）
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青森ブランドの価値を創る地域人財の育成

７．教育関連FD

（１）　平成29年度弘前大学全学FD
　平成30年３月15日（木）、弘前大学総合教育棟206講義室において、「平成29年度弘前大学全学
FD」を開催した。
　本FDは教育実践の検証を基にした新たなFDプログラムによる教育改善を、学部FDのロール
モデルとして提言し、教育改革の先導に資することを目的とし、「教養教育課程のカリキュラム・
マネジメント－教養教育課程の継続的な点検と改善の確立に向けて－」をテーマとしている。
　はじめに、伊藤成治教育担当理事から挨拶があり、続いて西村君平教育推進機構教育戦略室助教
から平成28年度から行っている「弘大生の学習実態に関する調査」より得られたデータを分析した
結果に基づき、学部ごと、入試形態別の差異、学生の変化等についての報告があり、その結果から
みえてきた課題・改善案などの提案があった。
　引き続き、各学部等から、それぞれの現状を踏まえた様々な意見が出され、有意義な時間となった。

（２）　教養教育関連FD
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3．教　育

　「基礎ゼミナール」及び「地域学ゼミナール」においてルーブリックやe-ポートフォリオを活用し
たことにより、学生が学びの過程や結果を学生自身で可視化することが可能となった。
　また、キャリア教育科目ではe-ポートフォリオを活用し、学生が自らの学修過程の省察や学修成
果の検証を行い、自己評価を行うことによって、主体的・能動的学修を促すこととなり、学生の自
主学習の習慣化を図った。

【2】　ルーブリック・e－ポートフォリオ
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青森ブランドの価値を創る地域人財の育成

　　　　

　平成27年度より正課外の教育活動として発足した「地域教育プロジェクト」を、平成29年度も引
き続き実施した。

１．弘前⇔十和田モニターバスツアー
　平成29年５月28日（日）に地域教育プロジェクト「弘前⇔十和田モニターバスツアー」を開催し、
学生16名が参加した。
　「りんごのふるさとシャトルバス運営協議会」が運行する弘前と十和田湖を結ぶシャトルバスの学
生の利用者増を目指すことを目的に、モニターバスツアーを実施した。「多くの学生が参加したく
なるバスツアーを考える」という視点を持ちながら十和田湖畔を中心に散策を行い、そこで得られ
た学生の気付きや提案を当協議会と共有することができた。
　なお、参加学生の大半は県外出身であり、十和田湖に初めて足を運んだ学生も数多くいた。この
モニターバスツアーを通し、学生にとって新たな青森県の魅力の発見にもつながった。

２．バックパッカーを通して見えてきた世界と青森
　平成29年６月５日（月）、弘前大学総合教育棟313講義室にて、地域教育プロジェクト「バックパッ
カーを通して見えてきた世界と青森」を開催し、本学の学生24名、教職員６名が参加した。
　平成29年２～３月の春期休暇にて、ベトナム・カンボジアを個人渡航した下川弘喜さん（人文社
会科学部２年）が２カ国を旅して発見した世界の現状と、地元青森の魅力と課題、そして、見えて
きた学生生活で取り組むべきものについて報告した。
　海外渡航によって青森地域への愛着を強めたという下川さんの報告は、海外志向の学生に対し、
青森地域の面白さを感じてもらう良い機会にもなった。
　人文社会科学部の近藤史准教授からは、海外渡航の際に本学が学生に義務づけている安全対策や、
事件事故防止・感染症予防等のノウハウについて報告があり、学生の安全意識の向上を図ることが
できた。

【3】　地域教育プロジェクト
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